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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信機と複数の受信機とを含み、前記送信機から前記複数の受信機に伝送データをマル
チキャスト配信するマルチキャスト配信システムであって、
　前記複数の受信機のうちの一部は優先受信機であり、その他は非優先受信機であり、
　前記優先受信機は、
　　前記送信機から受信した伝送データに対する受信応答を生成する受信応答生成部と、
　　前記受信応答生成部にて生成された受信応答を送信機に送信する受信応答送信部と、
　を備え、
　前記送信機は、
　　前記優先受信機から送信されてきた受信応答に基づいて、当該優先受信機の通信品質
を推定する通信品質推定部と、
　　前記通信品質推定部にて推定された前記優先受信機の通信品質に基づいて前記伝送デ
ータの伝送条件を決定する伝送条件決定部と、
　　前記伝送データを送信する伝送データ送信部と、
　を備えたことを特徴とするマルチキャスト配信システム。
【請求項２】
　前記送信機は、伝送データを符号化する符号化部を備え、
　前記伝送条件決定部は、前記伝送条件として前記符号化部における符号化レートを決定
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して前記符号化部に設定する符号化レート決定部であり、
　前記符号化レート決定部は、前記優先受信機の通信品質が良好でないときに、通信品質
が良好であるときよりも低い符号化レートを設定することを特徴とする請求項１に記載の
マルチキャスト配信システム。
【請求項３】
　前記送信機は、伝送データとして映像データを生成するビデオ撮影部を備え、
　前記伝送条件決定部は、前記伝送条件として前記ビデオ撮影部における画質を決定して
前記ビデオ撮影部に設定する画質決定部であり、
　前記画質決定部は、前記優先受信機の通信品質が良好でないときに、通信品質が良好で
あるときよりも低い画質を設定することを特徴とする請求項１に記載のマルチキャスト配
信システム。
【請求項４】
　前記送信機は、前記優先受信機からの受信応答の受信状況に基づいて、伝送データを再
送する再送信部を備え、
　前記伝送条件決定部は、前記伝送条件として前記再送部における再送上限回数を決定し
て前記再送信部に設定する再送リミット決定部であり、
　前記再送リミット決定部は、前記優先受信機から前記受信応答を受信しないときに、前
記受信応答を受信したときよりも小さい再送上限回数を設定することを特徴とする請求項
１に記載のマルチキャスト配信システム。
【請求項５】
　前記送信機は、１フレーム分の伝送データを複数のサブブロックに分けて符号化する符
号化部を備え、
　前記再送リミット決定部は、前記伝送条件として前記再送部におけるフレーム単位の再
送上限回数を決定して前記再送信部に設定するフレーム再送リミット決定部及び前記伝送
条件として前記再送部におけるサブブロック単位の再送上限回数を決定して前記再送信部
に設定するサブブロック再送リミット決定部を含み、
　前記フレーム再送リミット決定部及び前記サブブロック再送リミット決定部は、それぞ
れ前記優先受信機から前記受信応答を受信しないときに、前記受信応答を受信したときよ
りも小さい再送上限回数を設定することを特徴とする請求項４に記載のマルチキャスト配
信システム。
【請求項６】
　前記通信品質推定部は、前記受信応答に含まれるサブブロック誤り率に基づいて、前記
優先受信機の通信品質を推定することを特徴とする請求項５に記載のマルチキャスト配信
システム。
【請求項７】
　前記優先受信機は、
　　映像の解像度およびフレームレートの何れを優先するかを示す映像パラメータ設定要
求を生成する映像パラメータ設定要求部と、
　　前記映像パラメータ設定要求を送信する前記映像パラメータ設定要求送信部と、
　をさらに備え、
　前記送信機は、
　　伝送データとして映像データを生成するビデオ撮影部と、
　　前記映像データをフレーム内符号化フレーム及びフレーム間符号化フレームを用いて
符号化する符号化部と、
　　前記優先受信機より受信した前記映像パラメータ設定要求に基づいて、映像の解像度
およびフレームレートの何れを優先するかを判定する映像パラメータ設定要求判定部と、
　をさらに備え、
　前記伝送条件決定部は、前記伝送条件として前記再送部における再送上限回数をフレー
ムタイプ別に決定して前記再送信部に設定するフレームタイプ別再送リミット決定部であ
り、
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　前記フレームタイプ別再送リミット決定部は、前記映像パラメータ設定要求判定部にて
解像度を優先すると判定したときに、前記フレーム内符号化フレームの再送上限回数を前
記フレーム間符号化フレームの再送上限回数よりも大きく設定することを特徴とする請求
項４に記載のマルチキャスト配信システム。
【請求項８】
　前記複数の受信機のうちの前記優先受信機及び前記非優先受信機のいずれもが、前記受
信応答生成部と、受信応答を生成するか否かを前記受信応答生成部に設定する受信応答出
力設定部とを備え、
　前記優先受信機となるべき受信機の前記受信応答出力設定部は、受信応答を生成するよ
う前記受信応答生成部に設定をし、前記非優先受信機となるべき受信機の前記受信応答出
力設定部は、受信応答を生成しないよう前記受信応答生成部に設定をすることを特徴とす
る請求項１ないし７のいずれかに記載のマルチキャスト配信システム。
【請求項９】
　前記受信応答出力設定部は、ユーザの操作に応じて受信応答を生成するか否かを前記受
信応答生成部に設定することを特徴とする請求項８に記載のマルチキャスト配信システム
。
【請求項１０】
　前記送信機は、前記複数の受信機のうちの前記優先受信機の受信応答を許可する受信応
答許可を出力する受信応答許可出力部をさらに備え、
　前記受信応答出力設定部は、受信応答許可にて自らが前記優先受信機として受信応答を
許可されている場合に、受信応答を生成するよう前記受信応答生成部に設定し、自己に対
して受信応答の許可がされていない場合は、受信応答を生成しないよう前記受信応答生成
部に設定することを特徴とする請求項９に記載のマルチキャスト配信システム。
【請求項１１】
　前記送信機は、
　　前記複数の受信機が各々保持している自己の識別番号を送信するよう要求する受信機
識別番号要求部と、
　　前記複数の受信機のうちの前記優先受信機とすべき受信機の識別番号が記憶されてお
り、前記受信機識別番号要求部による要求に応じて前記複数の受信機の各々から送信され
た受信識別番号を受信して、前記優先受信機とすべき受信機を判定する優先受信機判定部
と、をさらに備え、
　前記受信応答許可部は、前記優先受信機判定部にて優先受信機とすべきと認定された受
信機に対して受信応答を許可する受信応答許可を出力することを特徴とする請求項１０に
記載のマルチキャスト配信システム。
【請求項１２】
　少なくとも１の優先受信機および少なくとも１の非優先受信機を含む複数の受信機に伝
送データをマルチキャスト配信する送信機であって、
　前記送信機は、
　　前記優先受信機からの受信応答に基づいて、当該優先受信機の通信品質を推定する通
信品質推定部と、
　　前記通信品質推定部にて推定された前記優先受信機の通信品質に基づいて前記伝送デ
ータの伝送条件を決定する伝送条件決定部と、
　　前記伝送データを送信する伝送データ送信部と、
　を備えたことを特徴とする送信機。
【請求項１３】
　請求項２ないし１１のいずれかに記載のマルチキャスト配信システムにおける前記送信
機。
【請求項１４】
　送信機からの伝送データを複数の受信機で受信するマルチキャスト配信システムで使用
される受信機であって、
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　前記受信機は、
　　前記受信機が優先受信機としてあらかじめ設定されている場合、または前記送信機か
ら受信した伝送データに対する受信応答を生成する受信応答許可を前記送信機から受信し
ている場合に、前記送信機から受信した伝送データに対する受信応答を生成する受信応答
生成部と、
　　前記受信応答生成部にて生成された受信応答を、該受信応答に基づいて優先受信機の
通信品質を推定し伝送データの伝送条件を決定する送信機に対して送信する受信応答送信
部と、
　を備えたことを特徴とする受信機。
【請求項１５】
　少なくとも１の優先受信機および少なくとも１の非優先受信機を含む複数の受信機に伝
送データをマルチキャスト配信する送信方法であって、
　前記送信方法は、
　　前記優先受信機からの受信応答に基づいて、当該優先受信機の通信品質を推定する通
信品質推定ステップと、
　　前記通信品質推定ステップにて推定された前記優先受信機の通信品質に基づいて前記
伝送データの伝送条件を決定する伝送条件決定ステップと、
　　前記伝送データを送信する伝送データ送信ステップと、
　を備えたことを特徴とする送信方法。
【請求項１６】
　送信機からの伝送データを複数の受信機で受信するマルチキャスト配信システムで使用
される受信方法であって、
　前記受信機が優先受信機としてあらかじめ設定されている場合、または前記送信機から
受信した伝送データに対する受信応答を生成する受信応答許可を前記送信機から受信して
いる場合に、前記送信機から受信した伝送データに対する受信応答を生成する受信応答生
成ステップと、
　前記受信応答生成ステップにて生成された受信応答を、該受信応答に基づいて優先受信
機の通信品質を推定し伝送データの伝送条件を決定する送信機に対して送信する受信応答
送信ステップと、
　を備えたことを特徴とする受信方法。
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